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寿
経
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け
る

す
る
考
察

「
清
浄
」

関

車用

隆

道

日

目

次

は
じ
め
に
(
序
論
)

第
一
章
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
に
お
け
る
「
清
浄
」

第
一
節
諸
経
典
に
示
さ
れ
る
清
浄
思
想

第
二
節
往
生
に
関
し
て
(
主
に
往
生
法
の
考
察
)

第
三
節
仏
国
土
に
つ
い
て

第
二
章
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
お
け
る
「
清
浄
」

第
一
節
仏
国
土
に
つ
い
て

第
二
節
往
生
に
関
し
て
(
智
慧
と
聞
名
)

第
三
節
『
荘
厳
経
』
に
お
け
る
「
清
浄
」

む
す
ぴ
(
結
論
)

第
一
章

〈
無
量
寿
経
〉
の
研
究
は
、
長
い
時
間
・
歴
史
を
か
け
て
、
種
々
な
視
点
か
ら

様
々
な
論
功
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
仏
教
の
研
究
分
野
と
し
て
関

心
の
高
い
分
野
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
本
修
士
論
文
で
は
、
こ
の
経
典
の

思
想
を
「
清
浄
」
と
い
う
思
想
を
中
心
に
解
釈
し
一
考
加
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
「
清
浄
」
と
い
う
思
想
は
、
〈
無
量
寿
経
〉
内
に
突
発

九
八

的
に
起
こ
っ
た
思
想
で
は
な
く
、
初
期
仏
教
か
ら
の
教
理
の
中
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
こ
に
は
、
国
土
の
清
浄
性
と
い
う
よ
り
も
、
衆
生
の
身
心
の
清
浄
を

説
く
場
合
が
多
く
、
後
に
〈
般
若
経
〉
を
始
め
と
し
た
大
乗
仏
典
の
中
に
国
土

の
清
浄
と
い
う
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
に
お
い
て
の
「
清
浄
」
に
つ
い
て
考
察
を
行

う
。
文
献
を
検
討
す
る
と
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
「
斎
戒
清
浄
」
と
い

う
語
句
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
二
十
四
願
中
・
第
七
願
、

三
輩
・
上
輩
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
出
家
者
の
仏
道
実
践
の
行
の
一
つ
と
し
て
、

こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
七
願
に
は
、
戒
の
他
に
も
六
波
羅
蜜
の
行
道

が
説
示
さ
れ
、
加
え
て
、
上
輩
も
同
じ
く
六
波
羅
蜜
の
行
道
が
示
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
先
学
達
の
論
功
か
ら
「
戒
」
に
つ
い
て
の
清
浄
性
を
検
討
す
る
と
、
出

家
・
在
家
と
も
「
戒
を
持
つ
」
こ
と
は
仏
教
教
理
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
〈
般
若
経
〉
の
思
想
の
影
響
は
ま
だ
見
ら
れ

な
い
と
言
わ
れ
る
。
事
実
、
六
波
羅
蜜
の
中
の
一
つ
「
戒
波
羅
蜜
(
戸
羅
波
羅

密
)
」
の
内
容
を
見
る
と
、
こ
れ
は
「
十
善
道
」
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
に

『
大
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
、
「
十
善
道
」
の
内
容
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

場
合
、
こ
れ
は
主
に
在
家
者
を
対
象
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
十
善

道
」
が
出
家
者
の
「
斎
戒
清
浄
」
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
出
家
者
に
求

め
ら
れ
る
、
「
清
浄
戒
」
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
内
容
で
あ
ろ
う
か
。
後
の

文
章
の
流
れ
か
ら
考
察
す
る
と
、
阿
弥
陀
仏
の
菩
薩
時
を
ヒ
ン
ト
に
「
功
を
積

む
、
徳
を
累
ね
る
」
と
い
っ
た
考
え
と
関
係
が
深
い
。
実
際
、
『
大
阿
弥
陀
経
』

は
自
因
自
果
の
往
生
構
造
を
持
ち
、
行
的
思
考
が
主
で
あ
る
。
出
家
者
に
は
当



然
、
在
家
者
よ
り
も
高
度
な
行
が
求
め
ら
れ
る
が
、
出
家
者
の
「
戒
」
は
「
功

を
積
む
、
徳
を
累
ね
る
」
と
繋
が
り
が
深
い
。

つ
ぎ
に
、
仏
国
土
の
考
察
で
あ
る
が
、
国
土
は
曇
摩
迦
(
留
)
(
貌
訳
の
法

蔵
)
が
修
め
た
行
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
諸
異
本
に
も
通

じ
た
教
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
に
お
い
て
の
特
徴
を
考
察
す

る
と
、
浄
仏
国
土
の
菩
薩
行
と
い
う
思
想
は
簡
単
に
さ
れ
て
い
る
か
、
見
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
国
土
の
荘
厳
相
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
「
面

白
皆
端
正
浄
潔
妹
好
」
・
「
皆
紫
磨
金
色
三
十
二
相
八
十
種
好
皆
令
知
仏
」
と

あ
り
、
国
土
内
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
は
こ
れ
ら
の
姿
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、

『
平
等
覚
経
』
の
重
誓
偽
・
往
勤
備
に
は
、
「
計
本
国
若
知
夢
無
数
劫
浄
此

土
」
・
「
国
覚
衆
甚
清
浄
無
数
劫
難
思
議
」
・
「
間
歓
喜
喜
広
奉
行
疾
得
至
得

浄
処
」
と
い
っ
た
、
浄
仏
国
土
に
類
似
し
た
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
で
は
「
光
明
」
の
清
浄
(
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
み
)
、
国

土
の
池
・
風
の
清
浄
と
い
う
説
示
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
果
の
視
点
」
か

ら
考
察
を
す
る
と
、
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の
仏
国
土
は
清
浄
性
を
有
す
る
国
土

で
あ
る
と
き

も
清
浄
行
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
章

つ
ぎ
に
、
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
(
特
に
『
無
量
寿
経
』
と
『
如
来
会
』
)
の
清
浄

に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。
先
に
考
察
し
た
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の
浄
仏
国
土

の
菩
薩
行
と
い
う
思
想
が
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
で
は
顕
著
に
見
受
け
ら
れ
る
。

無
量
寿
経
に
お
け
る
「
清
浄
」
に
関
す
る
考
察

例
え
ば
、
既
に
論
功
が
成
さ
れ
て
い
る
「
諸
仏
如
来
浄
土
之
行
」
は
「
諸
仏
知

来
が
土
を
浄
め
る
行
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
諸
仏
の
浄
仏
国
土
を
手
本
と
し

て
阿
弥
陀
仏
の
仏
土
が
清
浄
化
さ
れ
た
こ
と
が
経
典
の
流
れ
の
中
か
ら
読
み
と

れ
る
。
清
浄
行
に
関
し
て
は
他
に
も
記
述
が
見
ら
れ
、
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に

お
い
て
は
、
「
清
浄
荘
厳
」
と
い
う
内
容
で
も
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
お
い
て
は
、
四
十
八
願
文
中
、
第
三
十
一
願
・

三
十
二
願
に
「
国
土
清
浄
」
の
内
容
を
示
す
願
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
〈
初
期

無
量
寿
経
〉
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
特
に
三
十
二
願
に
お
い

て
は
、
有
相
的
な
浄
土
が
詳
し
く
示
さ
れ
、
そ
の
荘
厳
相
は
諸
々
の
人
天
を
超

越
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
荘
厳
相
は
仏
の
修
め

た
功
徳
を
媒
介
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
果
徳
と
し
て

の
浄
土
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

阿
弥
陀
仏
が
仏
土
を
建
立
し
た
の
は
、
「
生
死
の
苦
を
抜
く
」
こ
と
が
目
的

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
六
波
羅
蜜
の
行
が
そ
の
主
体
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
六
波

羅
蜜
の
行
か
ら
、
諸
善
根
を
積
み
、
そ
れ
に
よ
り
衆
生
が
教
化
さ
れ
る
と
い
う

内
容
が
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
荘
厳
の
内
容
か
ら
検
討
す
る
と
、
「
方
便
」

に
つ
い
て
の
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
。
有
相
的
な
表
現
は
方
便
の
営
み
と
い
う

理
解
に
繋
が
る
。
仏
国
土
に
つ
い
て
は
「
無
」
の
語
か
ら
、
無
形
的
な
表
現
も

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
無
か
ら
有
の
表
現
が
方
便
の
営
み
と
理
解
さ
れ
る
。

つ
づ
い
て
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
の
往
生
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
、
「
智
慧
と

開
名
」
を
焦
点
に
論
を
進
め
る
。
例
え
ば
、
『
無
量
寿
経
』
の
重
誓
偽
・
東
方

偽
に
は
「
浄
慧
」
と
い
う
「
浄
い
智
慧
」
の
概
念
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
知
来

九
九



会
』
の
対
応
箇
所
に
は
「
功
徳
智
慧
景
能
破
諸
幽
冥
」
と
あ
り
、
智
慧
の
働

き
が
迷
い
を
破
る
と
い
う
思
想
を
有
す
る
。
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
お
い
て
、

「
智
慧
」
に
つ
い
て
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
「
智
慧
」
は
、
衆
生
を
往
生
さ
せ
る

仏
の
智
懇
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
煩
悩
の
患
を
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
無
量
寿

経
』
で
は
「
無
量
寿
国
声
間
菩
薩
。
功
徳
智
慧
不
可
称
説
。
又
其
国
土
。
微
妙

安
楽
清
浄
若
比
」
と
あ
り
、
浄
仏
国
土
の
形
成
に
お
い
て
、
「
智
慧
」
の
持
つ

役
割
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
「
清
浄
と
衆
生
の
往
生
」
の
視
点
に
つ
い
て
、
今
度
は
「
聞

名
」
に
つ
い
て
一
考
す
る
。
す
る
と
、
「
開
名
に
よ
り
、
清
浄
信
(
心
)
を
得

る
」
と
い
う
内
容
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は
『
知
来
会
』
に
強
く
見
ら
れ
る
。

『
知
来
会
』
で
は
、
こ
の
清
浄
信
(
心
)
の
内
容
を
「
以
清
浄
心
向
無
量
寿
知

来
(
中
略
)
心
無
疑
惑
乃
至
獲
得
一
念
浄
心
」
と
あ
り
、
「
疑
惑
の
無
い
」
こ

と
を
清
浄
信
(
心
)
、
浄
心
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

つ
ま
り
、
(
後
期
無
量
寿
経
)
の
衆
生
の
往
生
と
い
う
点
に
お
い
て
、
「
智
慧

と
開
名
」
の
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
が
、
「
智
慧
」
は
法
蔵
の
修
め
た
六
波

羅
蜜
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
「
浄
慧
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
目
的
は
「
生

死
の
苦
を
抜
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
開
名
」
に
視
点
を
移
す
と
、

「
聞
名
か
ら
清
浄
信
(
心
)
」
の
思
想
が
『
知
来
会
』
に
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
性
格
は
「
無
疑
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
衆
生
の
願
生
に
強
く
関

わ
る
こ
と
も
明
か
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、

最
後
に
『
荘
厳
経
』
に
お
い
て
の
清
浄
に
つ
い
て
を
検
討
す
る
。
『
荘
厳
経
』

に
お
い
て
は
、
経
典
内
の
思
想
に
諸
異
本
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
り
、
先
学
達

一O
O

も
大
変
注
目
を
寄
せ
て
い
る
。
『
荘
厳
経
』
の
仏
国
土
に
つ
い
て
の
記
述
を
見

る
と
、
例
え
ば
、
『
無
量
寿
経
』
に
比
べ
、
「
剃
」
の
文
字
を
用
い
た
表
現
が
見

受
け
ら
れ
、
こ
れ
も
特
徴
の
一
つ
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
国
土
は

既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
方
便
と
荘
厳
」
の
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
。

便
を
修
す
る
こ
と
が
、
仏
剃
を
荘
厳
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
。
ま
た
、 方

仏
国
土
の
表
現
に
は
「
無
」
の
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
大
乗
空
観
の
影
響
」

と
解
説
す
る
論
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
願
文
に
も
独
自
の
願
文
が
あ
る
が
、
特
に

「
清
浄
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
願
文
を
見
る
と
、
第
二
十
八
願
に
「
間
我
名

号
修
持
浄
戒
」
と
あ
り
、
第
三
十
一
願
に
は
「
聞
我
名
号
永
離
熱
悩
心
得
清

涼
」
と
あ
り
、
「
離
熱
悩
心
」
か
ら
考
え
て
、
「
清
涼
」
と
は
、
「
信
」
か
国
土

の
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
双
方
開
名
が
機
縁
と
な
っ
て
起
こ
る
の
で
、

開
名
思
想
の
注
目
点
も
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

〈
無
量
寿
経
〉
の
清
浄
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
が
、
少
な
か
ら
ず
、
国
土
の

清
浄
と
衆
生
の
清
浄
と
の
こ
種
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
経
典
に
お
い
て
、

こ
の
清
浄
を
裏
づ
け
る
の
は
、
「
六
波
羅
蜜
」
の
行
の
思
想
が
強
い
。
そ
こ
で
、

大
乗
仏
典
に
お
い
て
、
清
浄
の
裏
づ
け
が
他
に
ど
の
よ
う
な
因
行
が
あ
る
の
か

が
、
今
後
の
注
目
点
で
あ
る
。


